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11 一 生活 費 の 負担 

















人 @ 生活 費 の 負担 と は : 自分 が それ を 請け 負う 者 に 対 し て の 、 衣食 住 な ど に 関す る 十分 な 物 
資 の 提供 の こと で す 。 








@ 生活 費 の 負担 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 史 昼 に 夜 に 、 密 か に 霞 わ に 財 を 施す 者 た ち に は 、 
その 主 の 御 許 に 報 所 が ある の で ある 。 彼ら は 恐れ る こと も な けれ ば 、 悲 し むこ と も な い の 
だ 。 外 (クル アー ン 2 : 274) 





2 一 アプ ブー・ マ スウ ー ド ・ ア ル = テ アン サー リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー か ら の 報奨 を 望ん 
で ムスリム が 家人 に 費やす の な ら ば 、 そ れ は 彼 に と っ て の サダ カ (施し ) と な る で あろ 2 う 。」 
(アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 












































3-ー ア ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 宴 婦 や 困 秋 者 を 援助 する こと に 侍 走 す 
る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 奮闘 する 者 か 、 あ る い は 夜 は サラ ー (礼拝 ) し 昼 は サウ ム 
(いわ ゆる 断食 ) を し て 過ごす 者 の よう で ある 。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 2) 





















































@ 妻 に 対し て の 生活 費 の 負担 : 


1 一 妻 に 対し て の 衣食 住 な ど を 常識 的 な 程度 に お いて 負担 する こと は 、 そ の 夫 の 義務 で す 。 
そし て その 形式 は 風土 や 時 代 、 夫 婦 の 状況 や 習慣 に よっ て 大 きく 左右 され ます 。 















































ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た 方 の 生命 と 財産 は あな た 方 に と 
っ て 侵す べから ざる 神聖 な も の で ある ., (中 略 ) .. 女性 に お いて 、 ア ッ ラ ー (の お 怒り の 
原因 と な る よう な 物事 ) か ら 身 を 慎む の だ 。 あな た 方 は アッ ラー の 御 言葉 に お いて 彼女 ら 
の 肉体 を 合法 な も の と し た の だ ぞ .. (中 略 ) .. そし て あな た 方 に は 適切 な 形 で 、 彼 女 た ち 
に 生活 の 糧 と 衣服 を 提供 する 義務 が ある の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 3 







































































1 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5351) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1002)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5353) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2982)。 文章 は アル テー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
3 ヒー フ ・ ム スリ ム (1218)。 
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が その 生活 費 を 負担 する 義務 が あり 3 


務 も 、 住 居 を 提供 する 義務 も あり ま 


し ゃ も し 妊娠 


来 ま す 5。 も し 夫 に 遺産 が な いよ うな 場合 は 、 役 の 遺産 相続 人 の 昌 





2 一 夫 は 暫定 離婚 中 4 の 妻 に 対し 、 そ の 衣服 や 住 
ます 。 但 し 、 彼 女 と 一 緒 に 時 間 を 過ごす 
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ます 。 そ し て も し 妊娠 




















が それ を 負担 する よう に し ます 。 


娠 


@ 不在 の 妻 の 権利 : 














] し た 妻 は 、 夫 の 親族 な どか ら 生 活 費 や 住 











居 の 提供 を 含む 拠出 を 負担 する 義務 が あり 


契約 の 破棄 や 離婚 に よっ て 完全 離婚 の 形 で 離別 する 妻 は 、 も し 妊娠 し て いれ ば 夫 
FE で な い 場 合 は 生活 費 を 払う 義 








居 を 提供 され る 権利 が あり ませ ん 。 し か 
FE で あれ ば 、 夫 の 遺産 か ら そ れ ら の 用 途 の た め に 適当 な 額 を 受給 する こと が 出 
の 経済 的 に 余裕 が ある 者 




















時 ( 
5 





5 一 不 従順 な 妻 、 夫 が 拘束 され て いる 妻 ら は 生活 費 を 受給 する 権利 が あり 
E の 女性 は 別 で す 。 


B 妻 に 生活 費 を 負担 し な か っ た 場合 、 そ の 費用 を 全額 支払 う 義 務 























2 一 夫 に と っ て 生活 費 や 衣 服 や 住居 な どの 捨 出 が 困難 に な っ た 場合 、 あ る い は 夫 が 生活 費 
を 置い て いか ず に 家 を 留守 に し 、 妻 が その 費用 を 夫 の 財産 か ら 得る こと も 叶わ な いよ うな 
は 、 彼 女 が 望む な ら 統治 者 や 裁判 官 6 の 許し を 得 て 婚 契 約 の 破棄 を する 権利 が あり 























@ 両親 や 子供 、 親 戚 に 対す る 生活 費 の 負担 の 法 的 位置 づけ : 


関し て は 、 も し 拠 





両親 と その 尊属 、 そ し て 彼ら の 血縁 関係 に 至る 
り ま す 。 沿 母親 に 対し て は 、 父 親 よ り も 優先 


r[ 





また 子供 と その 昇 属 に 関し て も 、 生 活 費 の 負担 が 義務 付け られ 
き で 役 ら が 貧しい 場 合 に それ が 義務 と な り ま す 。 
商 父 親 の 子供 に 対す る 生活 費 の 負担 は 、 完 全 か つ 独 立 し た 形 で 義務 付け られ 3 
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5 
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地域 に 
な り ま す 。 
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詳し く は 「2 一 離婚 」 の 章 の 「 暫 定 離 婚 と 完全 離婚 」 の 項 を 参照 の こと 。 
た の 遺産 相続 権 が あり ます が 、 こ の 期間 の 生活 費 負 担 は それ と は 別 で す 。 

イス ラー ム 法 で 裁く 統治 者 や 裁判 官 の こと で す 。 そ の よう な 機関 が 存在 し な い 非 ムスリム 攻 
E す る ムスリム は 、 そ こ に お ける イス ラー ム 的 権 
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7【T 


で 、 生 活 費 を 負担 する こと は 義務 と な 
行 や 経済 的 負担 の 援助 を し な けれ ば な 


E す 。 彼 ら の 血縁 関係 に 




















威 で ある 学者 や イマ ー ム な ど に 依拠 する こと に 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 史 授 乳 を 完遂 し た い 者 は 、 子供 を 母親 に 丸 2 年 
間 授乳 させ よ 。 そ し て その 父親 は 、 彼 女 の 生 活 の 糧 と 衣服 を 適切 な 形 で 負担 し な けれ ば な 
ら な い 。 四 (クル アー ン 2 : 233) 





























2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 避 あ れ ) は 言い まし た :「 あ る 男 が 言い まし 
た アッ ラー の 使徒 よ 、 誰 と 最も よく 付き 合う べき で すか ?"* (預言 者 ) は 言い まし た ?! あ 
な た の 母親 、 次 いで あな た の 母親 、 次 いで あな た の 母親 だ 。 そ の 次 は 父親 で 、 そ れ か ら よ 
り 近 縁 の 者 か ら 近 縁 の 者 に で ある 。" 」 (アルテ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 2 








山 









































⑯ 近親 者 の 生活 費 を 負担 する 条件 : 








1 一 それ が 固定 額 で あれ 変動 額 で あれ 、 自 分 が 遺産 相続 を する 者 に 対し て は 生活 費 の 負担 
義務 が あり ます 。 





























2 一 両親 及び その 尊属 、 あ る い は 子供 及び その 卑 属 の いずれ に も 属し て いな い 親 戚 に 生活 
費 の 負担 が 課さ れる の は 、 負 担 する 者 が 負担 され る 者 の 遺産 相続 者 で あり 、 か つ 前 者 が 裕 
昌 で 後者 ヵ * し く 、 また 同 じ 宗 教 を 共有 し て いる 場合 の み で す 。 















































@ 奴隷 8 の 権利 : 





ォ 、 そ の 生活 費 を 負担 する 義務 が あり ます 。 
二 婚 適齢 期 に な っ た ら 、 そ の 主人 は 役 を 結婚 させ る な り 、 あ る い は 売却 する 


奴隷 の 主人 
奴隷 男性 が 
な り し ます 。 
また 奴隷 女性 が 結婚 を 望ん だ ら 、 そ の 主人 は 彼女 を 結婚 させ る か 、 ま た は 売却 する か 、 
ある い は 彼女 と 性 交渉 を 持つ か し ます 。 


ーー 











きく 









































人 @ 動物 の 飼育 費 の 負担 : 


動物 類 や 鳥類 な ど を 所 有する 者 は 、 そ の 飼育 費 を 負担 し な けれ ば な り ま せん 。 それら の 
主人 は それ ら に 食べ 物 や 飲み 物 を 与え を た り 、 ま た それ ら の 利益 に 適う 物事 を 行い ます 。 そ 
し て それ ら が 負担 出来 る 以上 の も の を 課 し た り し て は な り ま せん 。 

それ ら の 飼育 を 由 え な いよ うに な っ た ら 、 売 却 し た り 、 賃 貸し た り 、 あ る い は 食用 可能 
な も の で あれ ば 層 和 殺し て 食べ る な り し ます 。 NR 由 で それ ら を 安楽 
死 さ せ て は な ら ず 、 そ の よう な 場合 主人 は それ ら に 適当 な 世話 と 配慮 を し な けれ ば な りき 
せん 。 





















































7【T 

















7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5971) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2548) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

8 訳者 注 : イ スラ ー ム は 奴隷 の 存在 に 対し て 積極 的 な わけ で は な く 、 む し ろ 奴 隷 に な っ た 者 た ちの 解放 を 

折 に 触れ て 奨励 し て いま す 。 詳し く は 「4 一 ム ア ー マ ラー ト 」 の 章 の 「26 一 奴隷 の 解放 」 の 項 を 参照 の こと 。 
3 

















@ 生活 費 の 負担 義務 を 有する 者 の 状況 : 











1 一 生活 費 の 負担 義務 が 課せ られ て いる 者 が 貧し い 場合 、 ま ず そ の 負担 を 義務 付け られ て 
いる 者 - つま り 妻 、 子 供 と その 卑 属 、 両 親 と その 尊属 、 奴 隷 - か ら 優先 的 に その 拠出 を 始 
め ま す 。 

それ で まず は 自分 自身 、 そ れ か ら 状 況 の 苦楽 を 問わ ず 生 活 費 の 負担 が 義務 付け られ る よ 
うな 者 - つま り 妻 、 奴 隷 、 家 畜 - の 負担 を 負い ます 。 そ し て それ か ら 、 例 え 自 分 が その 遺 
産 相 続 者 で な く と も 生活 費 の 負担 が 義務 付け られ る よう な 者 - つま り 両 親 及び その 尊属 、 
子供 及び その 卑 属 一 の 負担 を 負い ます 。 そ し て その 後 、 固 定額 か 変動 額 か を 問わ ず 、 自 分 
が その 遺産 相続 権 を 有 し て いる 他 の 親戚 へ の 負担 へ と 移行 し ます 。 





















































































































































2 一 一 方 生活 費 の 負担 義務 を 有する 者 が 裕福 で ある 場合 、 上 記 の 者 た ち 全 員 に 拠出 し 、 各 


方 面 へ の 義務 を 全 う し ます 。 












































